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ご紹介いただきました尾島でございます。テーマは 「巨

大化するアジアの都市」ということですが, もっとも巨大

化の先鞭をつけたのは東京であります.東 京の20世紀,少

なくとも20世紀前半というのは急速度な近代化の中で,あ

る意味でアジアの帝都,富 国強兵,殖 産興業ということで

狂奔して東京にすべての権力を集中した日本はアジアの帝

国として大躍進した時代であったわけです.

20世紀後半にあっては,今 度は世界のマーケット (市

場)を 平和産業という名のもとに席捲した。今日の臨海副

都心に限らず周辺の京浜 ・京葉工業地帯に重厚長大型産業

の東京湾時代といいますか,東 京が日本列島の機関車機能

として, また世界文明の物資の発送,生 産拠点として躍進

したわけです。

そしていま東京以上の速度でアジアの諸都市が急拡大し

ようとしております。そうした東京を十分にモニタリング

したうえでアジアのこれからを考えてみたい。少なくとも

私たちがアジアに対して何カン情報を発信するとすれば,東

京のあり方を十分に伝えることが大事ではないか,ま ずそ

ういった状況を支えたのは建設産業で,戦 後の平和産業の

名のもとに日本の建設産業は大躍進しております.650万

という建設労務者を抱え,55万 社という巨大な数の建設会

社を持つ。日本の建築技術はある意味では世界の最先端を

いっている。こうしたものをきちんと言己録しようというこ

とで日本の 「建築画像大系シリーズ」をビデオ25巻にまと

めました。

日本の住宅建設もまた,こ の20年間ですごい発展を遂げ

ております.日 本の住宅産業,本 物かどうかはともかくと

して,こ の日本の住宅産業をきちんと記録したいというこ

とで,こ れも25本でビデオ化しました。

建築あるいは住宅もさることながら,都 市シリーズのビ

デオ化 (実は学校の教材としてつくり始めたものですが)

に当たり,そ の第 1巻 として 「東京の先端風景」というの

を10月発売予定でまとめましたのを最初,15分 でちょっと
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長いのですが,我 慢してビデオを見ていただきたいと思い

ます。〔ビデオ放映〕

アジアの都市の先駆けで東京は,た った100年間ですさ

まじい発展をした背景,こ れからのあり方を少し考えたの

ですが,な ぜアジアの都市か,特 に東京を考えるわけです

がヨーロッパの産業革命は日本より100年先駆して1770年

代,そ してこの産業革命は近代化のシンボルであり, また

都市化の始まりです.い わゆる労働集約によって生産性を

高める。さらには昨今では業務集積,知 識集約,集 めるこ

とによって産業基盤を上げていくということでヨーロッパ

は100年先駆けたわけです.

100年遅れて日本が,あ る意味では2倍の速度で100年間

で追いついたとも言われるわけです.そ してそれからまた

100年遅れて第 2次大戦後アジアの都市,中 国をはじめと

した東南アジアの諸国がものすごい勢いで今度は3倍の速

度で追い上げている。それはまた同時に都市化の速度でも

あるわけで, しかも一ケタ違う人口を持つ国が都市化を始

めているわけです。

第3次産業社会と情報化社会というのは第 1次大戦後の

ヨーロッパの都市ではすでに始まっていたと思えるわけで,

いま情報のソフトはどう頑張っても日本よりもヨーロッパ

のほうが進んでいる。あるいはアメリカが進んでいるとい

うのは情報に対する価値,都 市の文化というのはヨーロッ

パは第 1次大戦後から開花し始めていたからと考えられる。

生活に力点をおいた形での生活大国,あ るいは本当の都

市生活を考え始めたのは, 日本では万博以後とも考えられ

るわけです。安全の問題,水 の問題を含めて,よ うやく日

本では70年代以後に都市生活を考え始めたと言っても過言

ではない。あるいは住宅問題を真剣に考え始めたのは本当

に昨今。そしてそれよりもまた40～50年遅れて21世紀には

その問題は東南アジア,中 国で非常に大きな課題になる。

20世紀の東京がものすごい勢いで発展した背景や先進国,

途上国の区別というのは少なくとも産業革命が非常に大き

なきっかけとなったわけです。ルネッサンスは,13世紀,
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14世紀のイタリア ・ルネッサンスから始まって,そ して16,

17世紀の皇帝ルネッサンス,い わゆるパリでルネッサンス

の花が開くわけです。私たちはその建築を見ながらルネッ

サンスの素晴らしさを見ているわけですが,本 当のルネッ

サンスのもとはイタリア 0ルネッサンスにあった。そして

皇帝ルネッサンスが華やかに開かれたころにすでに思想的

には人文主義や合理主義の中でルネッサンス批判が起こっ

ている。ルネッサンス批判のあとが近代になったわけで,

合理主義あるいは産業革命に基づく近代というのは国家,

国民の社会があって,19世 紀のヨーロッパやアメリカで花

開くわけですが,20世 紀に入って日本が後塵を拝しながら

もものすごい勢いで近代化,都 市化,産 業化に驀進した。

(OHP使 用)

しかし今すでに20世紀後半にして産業に対する非難,い

わゆるリバース ・インダストリーあるいは逆産業社会とい

うのが起こり始めている。ちょうどルネッサンス末期のこ

ろと同じ形で産業に対する,あ るいは近代に対する非難.

近代は破壊以外のなにものでもなかったという,こ ういっ

た形の中で新しい地球市民なリポストモダンというよりは

次の時代の新都市環境産業社会というのが始まっているわ

けですが,こ の混乱期の中でアジアが近代途上として突き

進もうとしている。こういったことからも20世紀後半のわ

が国のあり方というのを少なくともきちんと伝える必要が

あるのではないか。

この黄色いのは1950年。たった50年間で (2010年までの

予測ですが)イ ギリスの,ロ ンドンが減っている。21世紀

の前にロンドンの人口は減りつつある。ところがアフリカ

のラゴスあるいはボンベイ,イ ンドそして中国の各都市が

ものすごい勢いでいま都市人口を巨大化している.

都市人口を巨大化するということは工業化と産業の育成

ということで,重 厚長大型の巨大な産業の発展と都市化を

進めているということです.例 えばたった60年間で人口が

10倍になった都市 (赤いのが10倍になった都市です)例 え

ばブラジルのサンパウロもいまものすごい勢いで増えつつ

あります。サンパウロは1950年から2010年には2500万人に

ならんとしています。

東京圏は690万から2800万ですから,ま あまあ.ソ ウル

も10倍以上にふくらんでおります.1950年 はたった100万

だったのが1400万まで。そしてマニラは,150万 から1600

万.イ ンドに至ってはデリーは130万から1500万。カラチ.

カルカ,夕 も限界ですが,そ れでも増えている。ボンベイ

はたった290万からいまは2500万までと,東 京の2倍 以上

の速度で,そ してその
一
ケタ違う形で21世紀 (2010年)に

はそれ以上の都市に発展せんとしている。

1950年から都市人口が急激に伸びております。都市人口

はなんなのかと言いますと,こ れは時間,空 間を縮めるた

めのエネルギー消費,い わゆる化石エネルギ
ーの消費にス
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ライドして都市人口が伸びているわけです。時間というの

は食糧の貯蔵,空 間というのは輸送ですね。要するに時間

を蓄え,空 間を超えてものが動き,蓄 え,そ うした中で都

市人口が増えている。そしてそれを支えたのは産業である.

産業は実はエネルギー消費に比夕1し,エ ネルギ
ーを消費す

ると炭酸ガスが発生する。炭酸ガスを地球環境の面から,

1990年のレベルに止めようとしております。しかしエネル

ギー消費だけは増えていくだろう。そしてそれは同時に都

市人口の増大に比例してエネルギ
ーが増え又都市人口が増

えていく,結 局は巨大な都市のヒ
ートアイランド現象につ

ながる。私どもの研究室はその因果関係はわかったのです

が,そ れによって何が起こるのかということで生研の村上

周三研究室と共同研究を始めて 1年間,か なりのものが見

えてきました。

先ほどビデオで もお見せ しましたが,こ の100年間,

1900年か ら2000年までに,た った 3mの 高さの建物が

300mの 超高層建築へと30年間
一世代で対数半ケタずつ駆

け上がってきた。そしていま建設省を中心に1000mの ハ

イパービルを2020年までつ くろうとしている。こんな勢い

で21世紀も上り続けるのか。さらには地下に対しても地下

深く堀 り続けるのか.地 下深 く地上高くということと同時

に;こ のたった100年間で都市は直径15 km,30 km,60

km,120 kmと スプロールし続けた。それを今度は高密度

化したことによって高効率を追いかけたのだから実は地球

にやさしい生活, しかし人間に非常に厳しい生活になった。

ヨーロッパ,ア メリカの都市人口も止まって,都 市生活は

豊かになりつつある。生活が大事になってきた。もし東京

もそうだとすればどんな形が考えられるかというと,東 京

のこの過密化した中に自然を持ち込みたい。立体化し高層

化して最後は一個の建物になるのか,こ の21世紀のトレン

ドは何なのかということ。こういった20世紀から21世紀を

考えてみたい。

20世紀をもう少し見ますと,国 土細密情報は,10m画

素で用途別土地利用の資料が作られております。工業地帯

が東京湾にびっしりあります.そ してこの緑のところに住

宅団地が拡がりつつあります。

近代都市計画は工業地帯の周りには空気や水が汚染され

るからなるべく次の世帯を育む住宅は山手のほうに,山 手

のほうには水と緑をということで建設したのです。実はそ

れが最悪のシナリオになってしまったというのがこの村上

研との共同研究の一つの成果なんです。先ほどありました

地表面が用途はともかくとして,な んであれコンクリ
ート

化,人 工被覆化されたわけです。そして緑が減退したわけ

です.そ の結果,巨 大なヒートアイランドが生まれた。

こういったモデルが相当正確に計算で出てくるようにな

り,1930年のヒートアイランドの温度上昇と1990年の60年

間でこんなに大きな熱の島ができてしまった.ち ょうど焚
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き火を都内でやっているようなもので,焚 き火をしますと

上昇気流が働きます。周 りから冷たい風が入ってきます。

都市を中心に環流する風が起こるわけです。都市風そのも

のやヒートアイランドそのものは,た だ冷房用の電力がか

かるだけではないかということですが,実 はそうではなく

て,冷 たい風を巻き込んでくるところに,こ こに実は工業

地帯が延々と広がっている。二千数百万キロワットの火力

発電所をはじめとして臨海工業地帯に巨大な工業群がある。

その煙はどんなに高い煙突を建てて拡散しても2000mぐ

らいのところから風を吸い込んで,そ して都心部に流れ込

み,そ れが上昇しここでただよったときに光化学反応して

オキシダントに変わる。その結果郊外のこういったところ

に着地するということが計算でクリアに出始めている。要

するに汚染源が分かり始めたわけです。

川崎における汚染源の発生からトレースしてみますと,

こんなふうに着地の状況が分かってきて環境庁の観測デー

タで裏付けられ始めた。こうした成果がこの生研との共同

研究でかなリクリアに出てきた。どこの煙がどこに着地す

るかということが見え始めたわけです。

ではその対策をどうしたらいいのかということで,今 度

は土木の虫明,Herath研 との共同研究をお願いし始めて

いる。それは先ほどのビデオにあったように少なくともこ

ういったところのヒートアイランドをクールアイランド化

する。水と緑をつくってクールアイランドにすれば,こ の

へんの空気が冷たくなる.そ してこのへんの空気はあたた

かくなって上昇するのですが,こ の小さな環流が巨大な焚

き火ではなくて小さな焚き火にしてこの周 りで止めてしま

う。要するに川崎の煙が少なくとも春日部から小山に落ち

ることのないモデルをつくる。水の効果や緑の効果はどれ

程有効なのかというと,虫 明先生の部屋ではかなりやって

おられる.そ の成果をぜひとも具体的なデータとして使い

たい。

要するにわれわれの研究室では模型をつくり,こ うすれ

ば容積を2倍 にしても地面カジロ当開放されますよというモ

デルを提案する.そ れが実際にどういう効果があるのかと

いうことを立証していかないと説得力がないのですが,そ

の立証を始めるチャンスが生まれたわけです。

大深度地下利用の議論を積み重ねてきたのも,安 全のた

めの大深度地下利用のみではなくて,ア ップゾーニングに

よる上昇気流とダウンゾーニングによる風源いわゆるクー

ルアイランドを数多くつくるためで,そ れによって,ヒ ー

トアイランドを分散させる.土 地利用のクラスター化で葡

萄の房みたいに核を分散しながら,こ ういったクラスター

モデルをつくるような東京の大改造案が出てくる。

いままでのようにこういう鬼ヒトデ型に幹線道路の周り

に建物がくっついてスプロールして,何 処かがつぶれたら

ドミノ的に災害が広がるようなまちではなくて,そ のあい
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だに割れ目を入れて,あ る面から見れば水の流れ,そ して

緑だけが見えてくる。ある面から見れば建物群そして道路

群,機 能的な人工のクラスタ
ーのみが見えてくる。しかし

ある面から見ればすべて自然の緑,自 然の風,川 風,海 風

が再現されるという,こ ういったモデルを巨大都市東京の

21世紀モデルとして使えないかと考えている.実 際にこの

計算はかなり大変で,研 究室としてはいま村上研と組んで

HOTMACモ デルとk一εモデルで計算していますが,実

はちょうどこのくらいのところを解析する計算手法はない

わけです。現在の利用可能な方法で両方からアプローチし

ながら,現 在の土地利用に対する気流モデルとクラスター

化したときの気流モデルがどんなふうに変わるかというモ

デルに関していまやっとこういったところまできた。きの

う,お とといの結果であって,ま だ十分考察し終っていな

いという状況です。

水辺を改良し全体のモデルに寄与するには, どんな実測

が必要か,又 1本の本あるいは街路樹がどんな形で東京の

気流に影響を与えるのか,こ んなことが見え始めたわけで

あります。

さて,そ んな数値モデルがやっと共同研究の中から出て

きたわけでありますが, もう少し見えるようにしていこう

ということで,そ のためにはきょう司会をしていただいて

いる柴崎先生と村井先生のリモートセンシングデータを借

りようとお願いしています.東 京のモデルをようやくシ

ミュレーションできるようになりましたので,そ の成果を

使いながら今度はアジアヘの提案,あ るいは解析をしてい

こうと考えています。と同時に,そ のクラスター化を誰が

するのかという研究です。みんながその気になって,み ん

なが自分の家の前を,自 分の学校区ぐらいを改良していけ

ば,そ れは1世代であるいは2世代あれば十分できるわけ

で,み んながその気になるための情報伝達が必要でそのた

めには,広 報しなければいけないということで,こ れも
一

昨年から生研と早大のATMと いう高速度な情報ネット

ワークを利用した実験を開始しています.

又,今 年はインターネットを最大限に活用しつつありま

す。大学の中ではもうネットワークが当たり前になってい

ますが,こ れをもう少し広げて,今 ビデオでお示ししまし

たように,一 連の資料を100ページのホームページで今年

の2月から出しております。すでに4カ月ぐらいで3200通

のアクセスがありました。その中でこのモデルを広く知っ

ていただくために,世 界に向けてこの成果を発信していま

す。東京に対するクラスター化の提案に対してみなさんの

意見を聞きましたところ,た った1カ月で1500通のアクセ

スがありました。そしてきょうこの結果をここで発表いた

しますと提案していましたので,1500通 のアンケート結果

の中でクラスター分野に関してのみご説明します。

「東京遷都論」とあります力t遷 都と同時に大改造が必
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要だということ.遷 都よりもやっぱり東京大改造というの

がかなりのウエイトになっております。青いのが専門家,

赤いのが一般の素人の方々.専 門家の意見も素人の方の意

見もほとんどこの都市問題に関しては変わらない。ある意

味では一般の方々も都市生活の専門家だと考えてもいい。

このアンケートの結果は非常にきれいに専門家と
一般の

方々の意見がモデルの提案に関して一致した結果が出たこ

とが一つの大きな成果であります。海外からのアタセスの

結果もほとんど同じような傾向です。そしていまご説明し

ましたクラスターの問題,要 するに東京をもう少し分節化

する,自 然と人工のクラスター,要 するに葡萄の房,核 を

分散していこうということに対して非常に多くの賛成を得

た。専門家は83%,一 般の方々は85%と ほとんど変わらな

い比率でこのクラスター化は合意を得ております。

「不必要」と答えた方々の意見としては,「情報通信に

より自然的な分散を図るべき」とか.

クラスター化によって一部高層の分野があるわけですか

ら,そ の高層に関する心理とか政治的な問題,こ ういった

ものの解決とか,そ れからクラスター化することはやっぱ

り自分たちの住み慣れたアメニテイ,ま ちが変わるという

こと,こ ういったことを克服したうえでの提案.十 数パ
ー

セントという少ない反対の中にこういった (むしろ前向き

な提案と私どもは考えておりますが)結 果が出てきており

ます。

さて20世紀の東京のものすごい激変の中で,東 京の1930

年と,1990年から2050年を展望したクラスタ
ー構想として

東京都心の日本橋川,あ るいは渋谷川や宇田川や古川や,

そんな河川を掘り起こしながらそれを緑化していくことの

効果をもっと明確に提案したうえで,そ の効果を定量化す

る。

クラスター化するためには膨大なお金と努力が必要なわ

けです。そういった意味でこれからのソウル,上 海,マ ニ

ラ,ジ ャカルタ,ボ ンベイあるいはバンコク,こ ういった

都市にわれわれの体験を伝えることの意味があるのではな

いかと考えています。

最初から斜面緑地は残しておこうとか,都 市に流れてい

る河川を合流下水道なんかにしないで,水 系に関しては最

初から自然の水系を残していきながら水系は同時に緑の道,

そして緑の道と水の道は同時に風の道だということを理解

をしてもらう。そういった努力とその効果をいま私たちは

明確にしておく必要があるのではないか。ものすごい勢い

で上海は大きくなっておりますが,2050年にはこんなにな

るだろうとか,マ ニラもこんなになるだろうとか, こんな

ことが十分に予測される。東京のこの姿から次の姿への発

展の過程で十分に予測されるわけです.     ｀

実はアジアの都市はほとんどが,中 国,イ ンドネシア,

マレーシアを含めてほとんど軍事優先国家なわけで,観 光
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地図ぐらいしかないわけです。とてもこういった都市環境

を考えるような地図はありません。幸いなごとに村井,柴

崎研でリモートセンシングデータを持っておられることか

ら,私 たちはアジアの都市に対するあり方として自然環境

とのつながり関係を研究したいと考えているわけです。

ニューヨークやロンドン,パ リはどうなのかということ,

このへんは私の研究室でこれまでリモセンを使って解析し

たので,そ の一端を申し上げます。

パリはセーヌ川を中心にパリ盆地にあります.こ のセー

ヌ川は依然としてきれいにリモセンの,500メ ッシュで見

えています。500mメ ッシュに同定できる程に大きく,見

えております。パリは郊外含めて800万人で工業地帯は少

ない。それから比べるとニューヨークを同じスケールで見

てみますと,マ ンハッタン島が真ん中にあり,ニ ュ
ーヨー

ク湾,ニ ュージャージーのジャ
ージーシテイ,ス タッテン

島, クイーンズ,ブ ルックリン,ニ ュ
ーヨークは1600万,

パリのちょうど2倍。パリ800万,ニ ューヨークはニュ
ー

ジャージーを加えて1600万人です。

ニューヨークのマンハッタン島の真ん中にセントラル

パークが非常に明確に見えております。そしてハドソン川

とイーストリバー,こ こにちゃんと谷力,できておりますが,

この水辺がものすごく大きなクールアイランドの役割を果

している。要するにニューヨークの大きな広がりの中で切

れ目が十分に入っているということです。明確にニュ
ー

ヨークのダウンタウン, ミッドタウン,セ ントラルパ
ーク,

ハドソン川,イ ーストリバ
ーというのは非常に大きな水辺

空間と緑がある。ニューヨークにはこういった巨大なヒ
ー

トアイランド現象が起こっております。しかしハドソン川

とイーストリバーは見事にダウン気流で他のニュ
ージャー

ジーやクィーンズランド,ブ ルックリンと断絶しているわ

けです。ニューヨークの汚染気流は少なくともそちらには

拡散しない。さらにはここに万が
一巨大な火災が発生した

場合でも類焼はしない。

それに対して東京はと言いますと,べ ったりなんですね。

どうやってこれを分断化するかということが非常に大きな

課題で,皇 居や神官などはこんな小さなものなんです。こ

のスプロール状況を考えますと,こ の中で分断化する, も

しくは東京湾岸の工業を全部廃止する。しかし果たして火

力発電所が,あ るいは東京湾岸の工場が21世紀までにゼロ

にできるかどうかと考えますと,そ れは不可能で,む しろ

それ以上に火力発電所等が分散化されて,都 心に入り込ん

でくる可能性が大きく,21世 紀の東京圏におけるエネル

ギー消費は増大し続けると思われる。

そして東京を超える勢いでたった10年間で超高層100本

つくってみせようという,上 海の勢いを考えますと,上 海

の1981年はここ,そ れが2000年にはこんな形で上海はふく

らむだろう。黄再江も消えてしまいそうな,こ んな形でふ
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くらんでいくだろう中での上海における緑や水辺,そ して

住エー体型の都市.上 海だけではなくてバンコクやジャカ

ルタもこういった都市に対して私たちが持っている技術あ

るいは計測能力やこの種のデータを蓄積して,公 表してい

くことは非常に大切だと考えています.私 はこれまで生研

との共同研究の中で特に安全に関しては片山研の協力を,

気流に関しては村上研との共同研究でかなり原因がわかっ

てきた。そしてその対策としてこれから,土 木の虫明,

Herath研 との協力,そ してアジアヘのコメントができる
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とすれば村井,柴 崎研 との協力が不可欠です。

この分野のデータを生研はものすごく豊かに持っておら

れるということは,早 稲田から見るとものすごくうらやま

しいことであります, しかし早稲田には人間がいっぱいい

ますので,こ の共同研究に関しては非常に期待しているわ

けです.た らた2年の研究成果ですが,か なりのことがア

ジアに対して言えつつあるのではないかと考えております。

ちょうど時間です。ご清聴ありがとうございました。

(1996年6月 7日講演)


